




日本語教 育実践研究(2)は 、「日本語を第こ言語 として学ぶ子ども」(以 下 、JSL
の子ども)を 対 象に した 日本語教育の実践研究をテーマに した授業です。近年、このよ
うなJSLの 子どもたちが全国的 に増加 してお り、社会的、教育的課題 となっています。
これらの子 どもたちが 日本語を学び、学習に参加 してい くには、どのような支援 ができ
るかを日木 語教育の視点か ら考えてい くのが、 この実践 のね らいです.
この実践研究が、他の実践研究 と違 う点 は、実践の場 が学外にあるということです。
日本語教育研究科 は2002年 度 に新宿区教育委員会 と協定を結びま した。それは、本
研究科の大学院生 を新宿区内の公立幼稚園、小中学校にr日 本語教育ボランティア」と
して派遣 し、臼本語教育支援を行うという趣 旨です。 したが って、この授業を受講 した
学生は、週 に1回 は学校へ行き、子 どもに日本語 を教え、あ るいは学習の支援 を行い、
その実践記録 を大学の授業に持ち帰 り、年少者日木語教育の課題 について検討す ること
にな ります。
授業で取 り上げる課題 は多岐にわた ります。日本語 がまだ十分 に使 えないJSLの 子
どもに対す る文字指導、漢字指導か ら教科学習の指導、4技 能を含む コミュニケーシ ョ
ン能力の向上 まであ ります。難 しい点は、成人を対象に した 日本語教育と異な り、子 ど
もの認知発達や成長の過程で どのように言語能力を伸ば し、かつ どのように学習 を支援
してい くかとい う課題です。また、そのような的確な指導を行 ってい くには、子 どもた
ちの日本語能力の発達段階を把握す ることも必要です。この実践では、そのため に開発
され た 「JSLバ ン ドスケール」 も使弔 しつっ、実践 に取 り組 んでい ます(詳 しくは、
HPを 参照 くだ さい:http;!1www£waseda.jplkawakami/index.htm1)。
今回収録 される論考は、2005年 度春学期の授業か ら生まれ ま した。山田裕子 の実践
研究 はJSL生 徒の さまざまな リテ ラシーについて実践を通 じて議論 しています。相馬
森佳奈の実践研究は表記力と音を聞 き取 る力の関係に焦点 を当てた論考です。また古賀
和恵の実践研究は学校 と家庭 をつ ないだ支援 のあ り方を学校 と家庭 での実践を もとに
考察 してい ます。いずれも、JSLの 子どもの日本語能力をどう育成 してい くの かとい
うテーマに収敏する実践研究です。それ ぞれまだ不十分な点 もあ ろうか と思いますが、
このような実践研究を積み重ねることで、今後の年少者 日本語教育を発展 させて い くこ
とがで きると確信 しています。
(カワカミ イクオ ・日本語教育研究科教授)
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